
1　事業の概要

①　成果目標（H27)

②　事業内容

　一般財源

　県　債

　国庫支出金

　その他

 決　　算　　額（B）

 職員数（人）

 概算人件費 （Ｃ）

２　今後の事業の方向性

予
算
額

前年度繰越

3,242 3,293

3,243 3,305 6,648 6,648

□ 事業を実施しない □ 事業を見直して実施 ■ 事業を現行どおり実施
今後、事業
をどのよう
にしていき
たいか

引き続き、県内医療機関等での就業を希望する医師に対して、きめ細かなコーディネートを実施し、県内で就業する医師の確保を図って
いく。

目標に対
する成果
の状況

ドクターバンク事業の広報や、求職登録医師に対しきめ細やかな対応を行うこと等により、成約者数、新規登録者数とも、当初の目標を大
幅に超えた。

 概算事業費（B（A）+C） 23,001 20,910 21,018 23,200

16,516 16,552

事
 

業
 
コ
 
ス
 
ト

区　　分（単位：千円） 25年度 26年度

Aの
財源

6,598 6,648

概　算
人件費

2.00 2.00 2.00 2.00

16,516

6,485 4,394 4,466

16,552

6,598 6,648 6,648

合計（A) 6,485 6,648
6

27年度 28年度

当初予算 6,485

補正予算

2．広報の実施 直接
成果目標・
事業内容

（単位：千円）　

項目 実施方法 H27事業実績
H27 H28

（当初） （決算） （当初）

１．求人・求職登録業務 直接
医師確保コーディネーター人件費、医師・医療機関と
の打合せに係る旅費、役務費等

4,531 2,398 4,531

・インターネット、医学雑誌等による広報（２社）
・チラシの作成および長野県にゆかりのある医師への
手紙の送付(1,026通)

2,117

県が関与
する理由

県でなければ実施不可（その他）

【左記の説明、根拠法令等】

　県が直接実施することで、高い信頼を得ている。また、地域医療介護総合確保基金を有効活用
しながら実施することが効果的である。
　ドクターバンク事業実施要領、信州医師確保総合支援センター設置要綱、地域医療再生計画、
地域医療介護総合確保基金

課・室 医療推進課医師確保対策室

総合５か年
計画

プロジェクト  ４－４－３　健康づくり・医療充実プロジェクト E-mail doctor@pref.nagano.lg.jp

施策の総合的展開
6-1　健康で長生きできる地域づくり

目指す姿

現状
（予算編成

時）

県民との協働による実施： 実施は困難

6,648

県内での就業を希望する医師に対するきめ細かいコーディネートや、県出身で他県で活躍する医師などへの働きかけにより、県内で就業
する医師の確保を図る。
成果目標：人口10万人当たり医療施設従事医師数　205人（H22）　⇒　230人（H29）　　参考　211.4人(H24)

○県内は、依然として医師不足の状況であり、一人でも多くの医師に、県内で就業していただく必要がある。
○平成19年に長野県ドクターバンクを立ち上げてから、平成26年10月末までに88名の就業が成約した。
　（求人登録（99医療機関）488名、求職登録160名）
○平成23年度からは、信州医師確保総合支援センター事業として実施。

成果目標の達成状況

項目

年間成約者数

年間新規登録者数

事業番号 ０５ ０３ ０１ 事業改善シート （27年度実施事業分）　　□予算要求　　□当初予算案　　□補正予算案　　　■点検

事　業　名 ドクターバンク事業 担
当
課

部局 健康福祉部

3　医療従事者の養成・確保 実施期間 H19 ～

5 7 達成

達成20 12 22

○一人でも多くの医師が長野県で就業してもらえるよう支援する。
　（年間成約者数：H25年度の求職登録者に対する成約割合以上　　年間新規登録者数：１月あたり１人以上）
○インターネットやメルマガ等により広く事業について周知する。

Ｈ27 H28
目標

H26末
（実績） 目標 成果 達成状況

6

20

2,068 2,117

合計 6,648 4,466


